
2025 年度 N B S ジュニアゴルフフェスティバル   

大会開催要項（競技規定）   ver.2025.6.13 

 
 

開 催 日：2025 年 8 月 31 日(日) 
会   場：長野国際カントリークラブ 長野県上水内郡飯綱町牟礼 1313 
            TEL 026-253- 3333 
 
・主   催  NBS 長野放送 
・後    援  長野教育員会・長野県ゴルフ協会   
・特別協賛  アロウズガーデンデザイン 
・運営協力  長野国際カントリークラブ 
 

1.競技規則   
 日本ゴルフ協会ゴルフ規則及び本競技ローカルルールを適用する。 
＊J G A 2023 年 1 月発行の「ゴルフ規則書」の主要変更点を事前に確認しておくこと 

 
2.競技委員会の裁定 
 競技委員会は競技の条件を修正する権限を有し、全ての事柄について、この委員会の裁定は最終

である。 
 
3.プレーの条件 

18 ホールストロークプレー 
各カテゴリー毎に設定するティーからプレーする。ハーフにて昼食あり 
＊各カテゴリーのコース、スタートティは下記の通り設定する 
高校男子、中学男子は、妙高→黒姫 青ティ 
高校女子、中学女子は、妙高→黒姫 白ティ 
小学生 5・6 年男子は、黒姫→城山 ゴールドティ 
小学生 5・6 年女子は、黒姫→城山 赤ティ 
小学生 3・4 年生男女ともに黒姫→城山 ピンクティ 

 ＊小学生の部においては保護者１名がキャディとして同行することを必須とする。 
 ＊中学生・高校生の部はセルフプレーとする。カート運転手は同行しない。カートは電磁誘導線 

に乗り停止線で止まる。電動カートは人や物に反応しないため、前方をよく確認し事故が起こ

らないよう注意すること。 
 
 ヤーデージ、競技規則、ローカルルール、組合わせ等については、 
決定もしくは変更次第長野放送 H P に掲載する。 

 ※ゴルフ場への問い合わせは控えること 
 
4.移動  
キャディーバッグはカートに乗せてプレーをし、プレーヤーもカートに乗車することができる。 

 
5.タイの決定 
 18 ホールを終わり１位にタイが生じた場合は、マッチングスコアカードで決定する。 
以下順序により合計スコアを比較し、順位を決定する。 



①ラウンドのスコア 
 ②ラウンドの 10 番から 18 番ホールの合計スコア 

  ③ラウンドの 13 番から 18 番ホールの合計スコア 
  ④ラウンドの 16 番から 18 番ホールの合計スコア 
  ⑤ラウンドの 18 番ホールのスコア 

 ⑥プレーヤーによるコイントス 
6.特定の用具の使用制限 
 ・距離計測機器の使用を可能とする。(2 点間の距離のみを計測可) 
7.参加資格 8 歳から 18 歳までの男女ジュニアゴルファー 

 
8.表 彰    
各部門の優勝〜３位まで トロフィー及び賞状 

 
9.付与 
各部門の優勝者には米国カリフォルニアで開催される 2026 FCG Callaway World Championship

（世界大会）への出場資格を C O Z Y より付与。なお、優勝当事者の申し出において繰り下がりを 
認める。 

 
10.参加申込みと締切 
 申込：2025 年 6 月 1 日(日)10:00〜 
 締切：2025 年 8 月 19 日(火)23:59 ※定員に達した場合は早めに締め切る可能性がございます 
 
11.参加料 
 5500 円 (プレー代金・昼食代金を含む) 
 
12.テレビ放送 

N B S 長野放送にてダイジェスト番組を放送（録画） 
 
13.諸連絡事項  
(１)優先練習日 事前練習に関しては、下記指定練習日にて行ってください。 

各自でゴルフ場に連絡をし、予約を取ってください。 
(優先練習日)   
８月９日（土） 
 妙高１０：３４〜 ３組 
 黒姫１０：３４〜 ３組 
８月１９日（火） 
 妙高１０：２０〜 ３組 
 黒姫１０：２０〜 ３組 
８月２３日（土） 
 妙高１０：３４〜 ３組 
 黒姫１０：３４〜 ３組 

プレー料金は 3,620 円（乗用カート代込み、税込、食事代別） 
     J G A ジュニア会員料金を設定の場合、ジュニア会員証を提示、 

例：提示がない場合は通常料金となります。乗用カートの使用は必須でラウンドの際は 
自動車運転免許証を所有している方がパーティーごとに付き添ってください。 
１バッグのプレーは受け付けません。詳しくはゴルフ場に問い合わせてください。 
ゴルフ場利用税非課税申請書が必要です。 

(2)大会当日開場時間 午前 6:30 
(3)朝食 事前練習、競技日ともゴルフ場では朝食を準備できません 



  (4)宿泊 宿泊については各自で手配してください。 
  (5)ロッカー  参加者はロッカーの使用が可能です。 
   (6)クラブハウス内への出入りの際は脱帽、エアーでシューズを綺麗に。 
  (7)クラブハウス内は走らない、走り回らない 
 ※大会会場としてご提供いただくゴルフ場でのドレスコード、マナーには充分配慮すること。 
   
14.個人情報に関する同意内容    

参加希望者は、参加申込みに際し「2025 N B S ジュニアゴルフフェスティバル参加申込書」 
により長野放送が取得する参加申込者の個人情報を、大会の開催及び運営・広報に関する業

務の範囲内で公表にすることについて予め同意することを要する。 
15.肖像権に関する同意内容    

参加希望者は、参加申込みに際し、「2025 N B S ジュニアゴルフフェスティバル」に関し

て、報道・再映・広報のため、あるいは長野放送の目的に反しない範囲で利用するために、

写真・テレビ・その他の各種記録媒体による収録物、編集物にかかるプレーヤーの肖像権を

長野放送に譲渡することを予め承諾することを要する。 
16.保護者、親戚等の観戦入場の可否 
  保護者・親戚の観戦は認めますが、選手へのアドバイス、ルール等のプレーヤーに対するコメ

ントに関しましては、お控えいただくようお願い致します。なお、別途参加者へお送りする資

料「ギャラリーの皆様へ」を熟読いただくようお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

2025 年度 N B S ジュニアゴルフフェスティバル   
ローカルルールと競技の条件 
 

開 催 日：2025 年 8 月 31 日(日) 
開催コース：長野国際カントリークラブ 
 
 
本競技は日本ゴルフ協会発行のゴルフ規則とこのローカルルールと競技の条件を適用する。 
本書に記載の無い事項や追加変更がある場合は競技規定やプレーヤーへの通知、または会場での掲

示物に掲載されるので必ず参照すること。別途規定がなければ、ローカルルールの違反の罰は一般

の罰（2 罰打）となる。 
 
                   ローカルルール 
 
1. アウトオブバウンズ(規則 18.2) 
アウトオブバウンズの境界は白杭によって定められる。 

 
2. ペナルティーエリア（規則 17） 

   妙高コース４番ホールグリーン右奥のペナルティーエリアの中に球がある場合（見つかってい

ない球がそのペナルティーエリアに止まったことが分かっている、または事実上確実である場

合を含む）、プレーヤーには次の選択肢があり、それぞれ 1 罰打で： 
  ・規則 17.1 に基づき救済を受ける。 
  ・追加の選択肢として、元の球か別の球をグリーン横の特設救済エリアをドロップゾーンと 

し、ドロップすることができる。 
この特設救済エリア（ドロップゾーン）は次の方法で定めた奥行き２クラブレングスの長方 
形である。 
a)前の縁は委員会が設置した２つのマーカーの最も前方を結ぶ線によって定められる 
b)横の縁はその２つのマーカーの外側から後方の線によって定める 
このドロップゾーンは規則 14.3 に基づく救済エリアである。 

 

3. 異常なコース状態（動かせない障害物を含む）（規則 16） 

   a)修理地 
   (1)青杭を立て、白線で囲まれた区域 
     (2)委員会が異常であると決定した損傷区域（例：コース管理スタッフが運転した車両の轍） 
   (3)グリーンの前後を含みフェアウェイの芝の長さかそれ以下の区域にあるヤーデージマーク 
    （ペイント の場合、スタンスへの障害は除く） 
  b)動かせない障害物   
   (1)排水溝、コンクリート製の排水路はジェネラルエリアの動かせない障害物である。 
   (2)人工の素材で作られ、道路に沿って設置されている排水路はジェネラルエリアの動かせな 

い障害物として扱われ、その道路の一部である。 
     (3)黄黒の縞杭 
    (4)電磁誘導カートの人工の表面を持つ道路は２本のレールの全幅をもって異常なコース状態

の中のプレー禁止区域とする。 
プレーヤーの球がそのプレー禁止区域に触れている、または中、上にある、あるいはプレ

ーヤーの意図するスイング区域の障害となっている場合、プレーヤーは規則 16.1f に基づい

て救済を受けなければならない。しかしながら、そのプレー禁止区域がプレーヤーの意図

するスタンス区域のみ障害となる場合、罰なしに球をあるがままにプレーするか、上記に

基づいて救済を受けることができる。 



      (5)距離表示用の人工のヤーデージマーク 
      (6)複数の動かせない障害物が隣接している場合、それらはひとつの動かせない障害物として 

扱われる。 
      (7)動かせない障害物と白線でつながれている区域は、その動かせない障害物の一部として扱 

われる 
 
4. 目的外グリーン 
  目的外グリーンはそのカラーを含むものとして扱われる。プレーヤーに規則 13.1f に基づく目 

的外グリーンからの障害がある場合、そのプレーヤーは罰なしの救済を受けなければならない 
 
5. 不可分な物 
 次のものは不可分な物であり、罰なしの救済は認められない。 
 a)樹木やその他の常設物に密着させてあるもの 
 b)ペナルティーエリア内にある人工の壁や護岸、杭でできた建築物 
 
6.クラブと球の規格 
・ローカルルールひな型 G-1(適合ドライバーヘッドリスト)を適用する。 
・ローカルルールひな型 G-2(溝とパンチマークの仕様)を適用する。 
・ローカルルールひな型 G-3(適合球リスト)を適用する。 
・ローカルルールひな型 G-9(壊れた、または著しく損傷したクラブの取り替え)を適用する。 
・ローカルルールひな型 G-10(46 インチを超える長さのクラブの使用を禁止)を適用する。 
このローカルルールに違反したクラブでストロークを行ったことに対する罰：失格 
※最新の適合クラブ、球のリストは www.jga.or.jp で閲覧できる。 
 

７.ゴルフシューズ 
・ローカルルールひな型 G-7(特定の種類のシューズの使用を禁止する)を適用する。 
 このローカルルールの違反に対する罰 規則 4.3 参照 

 
8.プレーの中断と再開（規則 5.7） 
  a) 樹木即時中断（落雷など差し迫った危険がある場合） 
  委員会がプレーの即時中断を宣言した場合、すべてのプレーヤーは直ちにプレーを止めなけれ 

ばならず、委員会がプレーを再開するまでは別のストロークを行ってはならない。 
  このローカルルールの違反に対する罰：失格 
  即時中断中は、委員会がオープンと宣言するまで、すべての練習区域はクローズとなる。 

クローズとなった練習区域で練習しているプレーヤーは練習を止めるように要請される。その 
要請に従わなかった場合、失格とすることがある。 

b)通常の中断（日没やコースがプレー不能） 
  規則 5.7b,c,d に従って処置すること。 

c)プレーの中断と再開の合図 
合図はサイレンおよび、委員会の指示による。 

 
9.練習（規則 5.2,5.5） 

a)競技の当日 プレーヤーはラウンドの前にそのコース上で練習してはならない。「コース上で練

習すること」とは、球をプレーすることと、球を転がす、表面をこすることによってホールのパ

ッティンググリーン面をテストすることを含む。 
 
b)ホールとホールの間、プレーヤーは次のことをしてはならない。 
 終了したばかりのグリーンやその近くで練習ストロークを行う。または終了したばかりのグリ 
ーンの表面をこする、球を転がすことによってグリーン面をテストする。 

http://www.jga.or.jp/


 a)と b）のローカルルールの違反に対する罰： 
 最初の違反:一般の罰（プレーヤーの最初のホールに適用される） 
 2 回目の違反の罰：失格 

 
c)コース内の指定練習区域（打球練習場、練習パッティンググリーン）はラウンド前に使用するこ 
とができる。 
・打球練習場については備え付けの球を使用して行うこととし、練習は 1 人１かごを限度とする

また９ホール終了後の打球練習場での練習を禁止する。 
このローカルルールの違反に対する罰： 
最初の違反の罰：警告 
2 回目の違反の罰:１罰打 (プレーヤーの最初のホールに適用される） 
3 回目の違反の罰：一般の罰（違反であることを知った上でさらに違反をした場合、罰は加算さ 

れ、プレーヤーの最初のホールに適用される） 
 

競技の条件 

 

1.参加資格 
プレーヤーは「競技規定」で定められる参加資格を満たしていなければならない。 

2.スコアカードの提出 
 スコアリングエリア方式を採用する(プレーヤーの両足がエリアから出た時点をもって提出された

ものとみなす)。ただしスコアリングエリアから一度出たとしても、15 分以内であれば、スコアリ

ングエリアに戻りスコアを修正することができる  
 
3.競技終了時点  
競技委員長の成績発表がなされた時点をもって終了したものとみなす。 

 

注意事項 
 
1.ローカルルール、競技の条件に追加や変更がある場合は、クラブハウス内に掲示、プレーヤーに

競技委員より通達することによって告示する。 
 
2.プレーヤー・選手はスタート時間の 50 分前までにはアピアーを済ませ、10 分前までには必ずス 
タートホール付近で待機すること。 

 
3.本競技規則（ローカルルール）は事前に内容を確認し、持参すること。 
 目土袋・スコップ・グリーンフォークは競技開始から終了まで必ず携帯し、ディボット跡やピッ

チマークの修復に努めること。 
また、帽子はプレー中、安全のため常に着帽のこと。 

 
3.プレーの進行に留意し、先行組との間隔を不当に空けないように注意すること。各ホールのティ 
ーイングエリアからその組全員の目で球の行方を確認し、紛失球や誤球のないように努めるこ

と。 
 
4.全使用球に名前、通し番号を記入しておき、誤球のないように努めること。 
 
5.球がグリーン上にある場合、グリーンリーディング資料（ヤーデージブック）の制限に違反した



資料をプレーの線を読む支援として使用すると 4.3 の違反となる。 
 
6.スコアカードには、毎ホール同じ組の他のプレーヤー全員のスコアも記入して、スコアミスが起

きないよう留意すること。 
 
7.プレーヤーにエチケット違反、または非行があった場合には「行動規範」に基づいて制裁を受け

ることがある。また、重大な非行があった場合には、規則 1.2a および 20.2 に基づいて失格とする

場合がある。 
 
8.競技終了後は表彰を行う。各部門の優勝〜３位まで トロフィー及び賞状 
 
9.申込後に病気その他の理由で出場できない場合は、8 月 28 日（木曜日）の 17 時半までに事務局

（電話番号など記載）まで連絡をすること。また大会当日に急な病気・事故によりやむを得ず欠

席する場合は、午前６時以降に直接会場に連絡すること。 
 
10.前日、当日に風、大雨、雷などの天災で大会開催不可能な時は、その大会は中止とし、大会参 
加費用は返却する。ただし、大会開催中に起こった天才の場合は、少しでもプレーが進行した場 
合は競技を行なったものと同等の扱いとする。少しでもプレーが進行した場合、納入された参加 
費・プレー費は返却しない。 

 
11. 荒雨等の天災により競技の続行が危ぶまれる時、競技の続行・中止・再開およびその善後策は

競技委員会で行う。 
 
12. 荒雨等の天災により競技の中断が２時間以上に及んだ場合、競技が成立するか否かを競技委員 

会が決定する。           
 
※長野国際 CC はメンバーステータスコースです。スタッフ、メンバーの皆さんが、ジュニアゴ 
ルファーを温かい目で見守ってくれています。大会会場としてご提供いただく、ゴルフ場でのマナ 
ー、ドレスコードには充分配慮をし、クラブハウス内やコースですれ違う際には明るく挨拶をし

ましょう。 
 
                                      競技委員長 
                 
                                        
 
 
 


